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太田地域退院調整ルール
退院調整状況調査結果

令和２年３月

太田市役所 長寿あんしん課

太田地域退院調整ルールの運用にご協力を賜り、誠にありがとうございます



退院調整状況調査概要

■調査目的 病院とケアマネジャー間の
入退院時の連絡調整状況

■調査時点 令和元年１１月

■調査対象 ●居宅介護支援事業所

●地域包括支援センター
●小規模多機能型居宅介護
●看護小規模多機能型居宅介護
（任意調査）

■回答者数 78.3％
※包括９（９）、居宅49（62）、小規模6（11）、看多機1（1） 合計65（83）（ ）は全体事業者数 1



退院調整状況の結果
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前年との比較
■全 体 13.5%→ 9.2%（改善）
■要介護 10.4%→ 6.9%（改善）
■要支援 33.3％→18.2％（改善）

病院からケアマネジャーに退院調整の連絡がなかった率

▲4.3％
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退院調整状況の結果
病院からケアマネジャーに退院調整の連絡がなかった率

～ 圏域別の比較 ～
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他圏域との比較
■全 体 渋川に並び２番目に漏れ率が少ない
■要介護 ３番目に漏れ率が少ない
■要支援 ４番目に漏れ率が少ない



退院調整状況の結果
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ケアマネジャーが病院へ入院時情報提供書を送付しなかった率

▲1.8％

4

22.8％

前年との比較
■全 体 24.6%→ 22.8%（改善）
■要介護 22.0%→23.4%（悪化）
■要支援 40.0％→19.0％（改善）
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退院調整状況の結果
ケアマネジャーが病院へ入院時情報提供書を送付しなかった率

～ 圏域別の比較 ～
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他圏域との比較
■全 体 １番目に漏れ率が少ない
■要介護 ３番目に漏れ率が少ない
■要支援 ２番目に漏れ率が少ない



退院調整状況の結果

ケアマネジャーの加算算定件数
平成２９年

（４月～１２月）

平成３０年
（４月～１２月）

令和元年
（4月～12月）

入院時情報連携加算 506 732 795

退院退所加算 156 219 185

医療機関の職員に対して利用者に関わる必要な情報を提供した場合

入院時情報連携加算

退院・退所の際に医療機関等の職員と面談を行い、利用者に関する必要
な情報を得た上で、ケアプランを作成し、居宅サービス等の利用に関す
る調整を行った場合

退院退所加算
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アンケート結果
ケアマネジャーへのアンケート
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医療機関からの情報提供を
ケアプランに反映できたか？
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病院は、退院調整ルールの周知が
できていると思うか？
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アンケート結果

ケアマネジャーへのアンケート
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退院支援（連絡・情報取得等）がうまくいっていると思うか
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考察
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●退院調整漏れ率、入院時情報提供書の未送付率ともに年々改善が進んでいる。

●ケアマネジャーへのアンケート結果において、９割以上が医療機関からの情報
をケアプランに反映でき、８割以上が退院支援が上手く行っていると回答して
おり、病院とケアマネジャーの連携が進んでおり、切れ目のないサービス提供
を行えていることが伺える。

●退院調整漏れ率よりも入院時情報提供書の未送付率が高い。
理由としては、次のようなことが想定される。

①ケアマネジャーがすぐに入院したことを把握することが難しい
病院側は介護保険証の確認をして、本人や家族もしくは病院からケアマネ
ジャーへ連絡することになっているが、介護保険証を持参していない、
ケアマネジャーの連絡先が分からないなど、連絡するまでに時間を要する
ことが考えられる。

②入退院を繰り返している方で、変化がない方は病院側と調整の上、情報提供
しない場合もある。

●病院側の入退院調整担当者の書類作成が負担になっていることもある。



今後について
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●普段から、「入院したら連絡してください」ということを本人や家族にお伝え
しておくこと、介護保険証にケアマネジャーの名刺を入れておくなど、病院側
がケアマネジャーを把握しやすいような工夫を継続していく。

●現行は、ケアマネジャーへのアンケート調査のみであるが、病院の入退院調整
担当者へのアンケート調査も検討していきたい。

●アンケート調査の結果や医療介護関係者からの聞き取りから、ルールの見直し
が必要と判断した場合は、メンテナンス会議の実施を検討していきたい。

今後とも、ルールの運用に
ご協力を賜りますようお願いいたします


